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戦　　評

　白：明大中野は、過去ｲﾝﾀｰﾊｲ９回優勝を誇り、関東２位で今大会出場。青：津田学園は、５
年連続出場、東海予選を１位通過した、機動力を誇るチーム。ともにジュニアからの強化をし
ている両チーム、個人技，チームプレーともに楽しみな試合。

１Ｐ　明大中野の攻撃からｽﾀｰﾄ。お互いに相手の出方を探り合う第１ピリオド。青：津田学園
は相手ｾﾝﾀｰﾌﾟﾚｰﾔｰを警戒して、狭くﾃﾞｨﾌｪﾝｽのｾｯﾄをはる。白：明大中野はﾏﾝﾂｰﾏﾝﾃﾞｨﾌｪﾝｽ
で対応。お互いに決定的な攻め手を作り出せないまま、長いラリーが続く。どちらも単調なﾐﾄﾞ
ﾙｼｭｰﾄを打つしかなく得点が入らない。ﾋﾟﾘｵﾄﾞ中盤、津田学園にﾁｬﾝｽ、⑦ｷｬﾌﾟﾃﾝ泉と⑧増田
が２線速攻。しかし判断ﾐｽでｼｭｰﾄまでたどり着けなかった。残り１分を切ったところでまた津
田学園にﾁｬﾝｽ、左ｻｲﾄﾞから⑤今井のｶｯﾄｲﾝで退水を誘発、ｾｯﾄｵﾌｪﾝｽから⑤今井がｺﾞｰﾙ正
面から得点。

２Ｐ　津田学園のﾁｰﾑﾃﾞｨﾌｪﾝｽに攻めあぐねる明大中野、ｺﾞｰﾙ前の選手を徹底ﾏｰｸされ決め
手に欠く。ﾋﾟﾘｵﾄﾞ中盤にさしかかり、津田学園が猛攻を見せる。3分37秒、2分35秒と立て続け
に⑦泉がﾊﾟﾜﾌﾙなｾﾝﾀｰでの個人技で連続得点。1分58秒には、2次速攻でできたﾃﾞｨﾌｪﾝｽの
隙をつくﾜﾝﾀｯﾁのﾐﾄﾞﾙｼｭｰﾄを⑤今井が決め、４対０とした。

３Ｐ　何とか１点を返したい明大中野、4分8秒、⑧森田がﾌﾛｰﾀｰﾌﾟﾚｰで粘り退水を誘発、しか
しせっかくのﾁｬﾝｽもｼｭｰﾄは枠の外へ、１点が遠い。3分33秒、津田学園⑦泉のｶｯﾄｲﾝで退水
誘発、追加点のﾁｬﾝｽは⑤今井がほとんど角度のないところから技ありのｼｭｰﾄでものにす
る。津田学園はｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞﾒﾝﾊﾞｰを下げるが得点を許さず、5対０で3ﾋﾟﾘｵﾄﾞ終了。

４Ｐ　早い時間に１点を返しておきたい明大中野、6分29秒、退水ｵﾌｪﾝｽのﾁｬﾝｽに⑥山上が
ﾀｯﾌﾟｼｭｰﾄを決め、ようやく1点を返す。ここで津田学園はｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞﾒﾝﾊﾞｰを戻し、試合の流れ
を取り戻そうとするが、明大中野の勢いは止まらず、怒濤の反撃。泳ぎの勢いが出てきた明
大中野、退水を誘発していく。退水ｵﾌｪﾝｽで、3分58秒⑥山上、2分27秒⑨道場が得点、2点
差へと追い上げる。1分09秒には③相川がｶｳﾝﾀｰ攻撃から、ｷｰﾊﾟｰの脇下を抜く技ありｼｭｰﾄ
で得点し、1点差と試合は白熱する。さいごに試合を決めたのは、この試合もっとも目立って
いた津田学園⑦泉、相手ｺﾞｰﾙ前で粘り、ﾌﾘｰｽﾛｰｼｭｰﾄを決めた。

逃げ切った津田学園はベスト８入りを決めた。⑤今井の巧みなシュートなどの個人技、⑦泉
のパワフルかつ技ありなプレーがとても光った。しかし、セービング以外で、仲間を鼓舞したり
指示を出したりと、終始声を出し続けたゴールキーパー橋本の存在も大きい。
明大中野も敗れはしたが、４ピリオドに見せた執念の攻撃力は圧巻であった。３年生はもちろ
ん、２年生の⑨道場のプレーにも目が留まった。
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